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 要  旨 
 近年，デジタルコンテンツの普及に伴い，音楽や動画像コンテンツのネットワ
ーク配信をはじめとしたコンテンツ流通が活発になった一方，コンテンツのコピ
ーのしやすさから著作権侵害が問題となっている．そこで，著作権侵害への対策
として著作権者や購入者情報をデジタルコンテンツ内部に埋め込む電子透かし技
術が注目されている．デジタルコンテンツの対象を静止画像とした場合，電子透
かし技術には，画質維持，データ圧縮・フォーマット変換耐性や幾何変形耐性と
いった課題が存在する．その中でも，幾何変形耐性は幾何変形の種類が多いため，
従来の電子透かし方式にはすべての幾何変形に耐性を持つものはなかった．幾何
変形耐性を持つ従来の方式は，幾何変形の種類で分けることができ，画像処理ソ
フトウェアなどでよく行われる｢回転｣｢拡大縮小｣｢部分切り出し｣変形への耐性を
持つ方式と，Stirmarkという電子透かし評価ツールによる｢ゆがみ｣変形への耐性
を持つ方式が存在する．ところが，それら両方，つまり｢回転｣｢拡大縮小｣｢部分切
り出し｣｢ゆがみ｣すべてに耐性を持つ方式というのはまだない． 
 そこで，本論文では，従来方式の中から｢ゆがみ｣変形に耐性を持った吉浦・越
前方式をベースに｢回転｣｢拡大縮小｣｢部分切り出し｣といった幾何変形を探索する
機能を付加することで新たな方式を提案した．付加した機能は，｢回転角度｣と｢拡
大縮小サイズ｣を探索し正しい復元角度とサイズに復元するための復元指標NFC
と，｢部分切り出し位置｣の探索と復元を行うための帯型透かしパターンである．
ゆえに，提案方式は従来方式が持つ｢ゆがみ｣に加えて｢回転｣｢拡大縮小｣｢部分切り
出し｣耐性を備えることとなる． 
 提案方式を実装し，幾何変形耐性評価を行ったところ，｢回転｣｢拡大縮小｣｢部分
切り出し｣｢ゆがみ｣といった幾何変形，及びそれらの組み合わせが静止画像に施さ
れても，新たに付加した幾何変形を探索する機能によって，｢回転｣｢拡大縮小｣変
形を施される前の状態に復元，及び｢部分切り出し位置｣の探索と修正を行うこと
ができ，正確な情報検出をすることができた． 
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